
［視察ノー ト］国立美術 史研究所 （INHA） 付属 図書館 のリニューアルオープンについて

黒澤美子

　 2016年12月 、 フランス国立図書館 リシュリュー

館内のラブルース ト閲覧室 （Salle Labrouste） に、

国立美術史研究所 （Institut National d'Histoire de 

l'Art、 通称INHA） 付 属図書館が移転 リオープン

した。本稿 は、その約半年後 にあた る2017年7月

に同施設 を視察訪問 した際に、文化財 コレクシ ョ

ン部門長 ファビエ ンヌ ・ケロー氏へ行ったヒア リ

ングをもとに、その リニューアルオープンについ

て まとめた報告記である。以下、前半で リニュー

アルに至るまでの歴史や経緯 を、後半で リニュー

アル後の相違点について紹介する。

INHA付 属図書館 の成 り立 ちと2016年 リニューア

ルオープ ンまでの経緯

　 INHA付 属 図書館 の起源 は19世 紀末 に遡 り、パ

リで活躍 した服飾デザイナー、ジ ャック ・ドゥー

セ （Jacques Doucet，1853－1929） が 収集 した美術

資料群にその端を発 している。彼はデザイナーで

あ るとともにコレクターで もあ り、美術品、装飾

品、家具な どを収集する傍 ら、当時美術専 門の図

書館がなかった状況 を背景に図書資料 を集め始め

た1）。そ して約10年 の間に10万 点にのぼる資料群

を集成 しつつ、司書や大学教員の力を借 りて目録

を整備、1907年 にパ リ16区 のスポ ンテ ィーニ通 り

に私設の美術考古学図書館 （Bibliotheque d'Art et 

d'Archeologie、 通称BAA） を開室す るに至ったの

である2）。所蔵 資料には様々な国の出版物や古書、

手稿、売 り立て 目録、書簡類 といった様々な文書

資料に加え、記録写真や、フランス国内外の作家

による素描や版画 も含まれていた。

　 1917年 、 ドゥーセはパ リ大学にその コレクシ ョ

ンを寄贈 し、資料群は18区 のベ リエ通 りに、後に

は1936年 に6区 の ミシュ レ通 りに、幾 度かの引 っ

越 しを繰 り返す。そう したなか1950年 代 か ら70年

代 にかけては特にスペース不足や資金不足 といっ

た苦難 の時期 を過ご した とい うが、1980年 代 にな

ると専門図書館の整備強化を標榜 したフランス政

府による財政援助の対象 とな り、体制を持ちなお

した。

　一方、ほほ同時代 となる1983年 、 美術史家 アン

ドレ ・シャステル （Andre Chastel，1912－1990） に

よ り国立美術史研究所 の創設が構想 され3）、事態

は新たな展開 をみせ る4）。国立美術 史研究所の計

画 と議論が進 め られるなか、 フランス国立 図書

館の新館 （フラ ンソワ ・ミッテ ラン館 ）の建 設

と、主な蔵書 が新館へ と移管され る計画が採択 さ

れたことを機に、空 となる旧館 （リシュ リュー館）

西棟 ラブルース ト閲覧室 に、国立美術史研究所の

図書館 として ドゥーセのコレクシ ョンを含む複数

の美術系図書館の所蔵 資料 を集約する計画が持 ち

上が ったのである。その統合計画の一番手 として、

BAAに 白羽の矢が立 った
5）

。

　 ラブルース ト閲覧室 は、当時の帝室図書館 を改

修 する プロジ ェク トの一環 と して、1860年 か ら

1866年 にかけて建築家ア ンリ・ラブルース ト（Henri 

Labrouste，1801－1875） に よ り設計 された歴史的

建築物である6）。鉄格子 とガラス窓が特徴的な ド

ーム型 の天井 と、そこか ら差 し込む光がやわらか

に反射す るクリーム色の塗装が、当時電気設備の

ない閲覧室で読書に励 む利用者たちを明る く照 ら

し出していた とい う。 ところが経年 によりそのク

リーム色は暗 く汚れ、老朽化 も進んでお り、安全

性の観点か ら全面的な改修工事 を避 けて通れない

状況であった。

　 そ こで資料群 はひとまず、同じリシュ リュー館

は東棟 の楕円型閲覧室 （Salle Ovale） に収め られ

ることとな り、1993年 よ り段階的に資料の引っ越

しがすすめ られた。2001年 に国立美術史研究所 が

開設 され、2003年 には正式に、BAAの 所蔵 資料が

INHA付 属 図書館の所蔵資料 となる。 ともなって

美術考古学図書館 という名称 も変更 され、国立美

術 史研究所付 属図書館 （正式 名称 ：Bibliotheque 

de l'Institut National d'Histoire de l'Art, Collections 

Jacques Doucet） が 誕 生 したの であ る7）。以降、

fig.1

ラブ ルース ト閲覧室天井 （2017年7月 、筆者 撮影）

研究報告　 103



2016年9月 まで、同閲覧室にて所蔵資料が国内外の

研究者 に提供 されてきたことは、日本の西洋美術

史研究者の間にも馴染みの事実であろう
8）

。

　 2000年 代 か ら2010年 代前半にかけては、楕 円型

閲覧室を場 として資料 を閲覧に供する傍 ら、ラブ

ルース ト閲覧室でINHA付 属 図書館 を開館 させる

ための準備が時間をかけて進め られて きた9）。改

修が要されていた閲覧室は2009年 か ら閉室 とな り、

ジャン ・フラ ンソワ ・ラニ ョー建築事務所により

2011年 か ら5年 に渡って手がけ られた大規模改修

の結果、当時の姿 を今に蘇 らせた10）（fig.1）。 そ し

てついに2016年9月 よ り資料の移管集約 が開始 さ

れ、2016年12月15日 、 ジャック ・ドゥーセが 自ら

のコレクシ ョンをパ リ大学に寄贈 した記念すべ き

日に、現INHA付 属 図書館 の リニ ューアルオー プ

ンが果たされたのである
11）

。

リニューアル後の相違点

　 リニューアルオープン前後の相違 として挙げ ら

れる第一の点 は、別組織 の所蔵資料統合 によるコ

レクションの発展で ある。INHA付 属 図書館は先

述の とお り、 ジャック ・ドゥーセ美術考古学図書

館のほか、複数の美術系 図書館の コレクション統

合が形成 の念頭 に置か れていた ものであ り、こ

の度の改装移転 に ともなっては、国立美術博物

館 中央図書館 （Bibliotheque Centrale des Musees 

Nationaux、 通称BCMN） の所蔵図書が追加統合さ

れた。

　 BCMNは ル ーヴル美術館 に併設されていた図書

館で、同美術館が18世 紀後半に開館へ と至った際、

学芸員の調査研究活動のために創設 された図書室

をその原型 とす る12）。古代 から19世 紀半 ばまでの

西洋美術を主題 とす る図書や文書 資料約25万 点を

収蔵 し、なかで も約1万2千 点を数えるフランス国

内外 の所蔵 品 目録 と、5万 点以上 にお よぶ展覧会

カタログが特筆的だ。 また、美術館のニュース レ

ターや、9万 点以上 にお よぶ売 り立て 目録のコ レ

クションも注 目に値す る。加 えて写本等 の貴重書

コレクションにも恵まれている。

　 コレクションの引越作業 は2016年1月 か ら3月 末

にかけて行 われ、1万4千5百 箱、横並べする と4.5

キ ロメー トルにも及ぶ という膨大 な数の段ボール

が、パ リ郊外 のマル ヌ＝ラ＝ヴァ レにある図書 高

等教育技術センター （Centre Technique du Livre de 

l'Enseignement Superieur、 通称CTLES） の書庫へ

と運ばれた。そ こで一時保管 されたのち、2016年

12月 の リオープ ンにあわせて リシュリュー館へ統

合 された。

　統合 された資料の一部は、文化財的価値のある

貴重資料群である。そ うした資料群は一般の図書

とは区別 され 「Collections patrimoniales（ 以下、文

化財コ レクション）」 と呼 ばれる。元来 ドゥーセ

が形成 した コレクシ ョンにも文化財 コレクシ ョン

は豊富に含 まれ、重要な地位を占め蔵書群に深み

を与えていたが、このたびBCMNか らの資料統合

により、その厚みはいっそう増す こととなった。

現在、INHA所 蔵 の文化財 コレクシ ョンは大 きく3

つ の種別に分 けることがで きる。

1）記録文書資料、手稿、 自筆文書 ：ア ン ドレ ・

シャステルを含む美術 史家、考古学者、美術

界著名人に由来するアーカイヴ資料146群 、 ド

ラクロワや ゴッホといった作家の書簡や手稿

等 ファイル資料約800件 、 ピサロやマネを含む、

作家から批評家への手紙4万5千 点あ まり。

2） 稀少古書 ・古雑誌 ：17世紀 に遡 る世 界最大の

売 り立て 目録群を含 む稀少古書2万 点以上、展

覧会招待券な どのエフェメラ資料9万6千 点以

上。

3） 写真、版画素描作品 ：版画や素描3万 点あま り。

ジャック ・ドゥーセが購入 した19世 紀、20世

紀 の作品 （マネ、 ドガ、 トゥールーズ＝ロー ト

レック、ファン ・ゴ ッホ、マテ ィス）や、浮

世絵、サ ロン ・デ ・サ ンのポスター コレクシ

ョン、写真資料約75万 点。

　 またBCMNか ら移管 された図書のうち所蔵品 目

録 や展覧会カ タログについては、開架資料群の重

要 な一部分 として利用者 に供されるようになった

ことを付 け加 えたい。BCMN資 料群の移管統 合に

よ り、INHAは コ レクションが増補 されるという

恩恵を受けたが、BCMNの 資料群にとっては、よ

り多 く活用される機会 と環境が与 えられたとも言

えるのである。

　 第二の大 きな変化は、開架資料の大幅 な増加で

ある。現在INHA付 属 図書館の所蔵資料 は約170万

点 にのぼるが、そのなかの15万 点が開架資料 とし

て配架 されている。（うち3万5千 点 は逐次刊行物。）

開架資料の配架場所は、ラブルース ト閲覧室 （fig.2）

な らびに直結の中央書庫 （fig.3，4）で、閲覧室に

は236席 （うち、貴重書閲覧席20席 ）、中央書庫に

は82席 の座席が整備 されている。 なお、国立図書

館の版画写真部門が同閲覧室の一部を しめてお り、

専用閲覧席が56席 確保 されている。中央書庫内に

は10人 まで着席可能 なグループワーキングスペー

スが2部 屋用意 されてお り、大学の授業単位 での

利用などが歓迎 されている。

　閉架か ら開架 となった資料については、それ ま

でスペースを有効利用するためサ イズごとに配架
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されていた状態か ら、利用者が直接探索 して手に

取るとい うニーズにあわせ、主題 ごとにまとめて

配架 されることとなった。 アメリカ議会図書館分

類表 （LCC） を基につ くられた分類体系に沿って、

大 きく下記のテーマごとに分類分けされ、背 ラベ

ルの色分けなどによ り可視性も高められている13）。

・美術一般資料 （Corpus Art
, generalites：参考書、

批評や美術史の研究書等）

・作家資料 （Corpus Artistes：作 家毎 のカタログ レ

ゾネや展覧会カタログ）

・芸術各分野資料 （Corpus Beaux-Arts： 建築、彫刻、

絵画、工芸な ど分野毎の研究書）

・美術館 ・博物館 資料 （Corpus Musees： 美 術館や

博物館の所蔵品 目録等）
・考古地域資料 （Corpus Archeologie et Topographie：

記 念碑や教会建築 など所在地別資料。）

・逐次刊行物 （Periodiques）

こ う した分類の見直 しと再装備 には、 じつに10年

にお よぶ準備作業期間が費やされたという。

　 開架資料は、無料の利用登録 を済 ませた利用者

であれば誰で も自由に見て回 り、手 に取 ることが

できる。 なお、利用者カー ドには年間カー ドと月

間カー ドがあ り、修士課程1年 生 以上 の学生や大

学教師、博物館職員、図書館員、画廊職員等 に加 え、

国際博物館会議 （International Council of Museums、

通 称ICOM） 参 加館職員や、国際美術評論家連盟

（Association Internationale des Critiques d'Art、 通 称

AICA） の会員が、年 間カー ドを作成す る資格 を

有する。それにあてはまらない18歳 以上の利用者

は、月間カー ドを申請することに より利用が可能

となる。開室時間は月曜 日か ら土曜 日の9時 か ら

18時 半 となっている。ただ し、文化財 コレクシ ョ

ンの閲覧は14時 か ら18時 の 間に限 られている。

　 最後に第三の変更点 として挙げたいのが、 レフ

ァレンスサービスや教育普及活動 など、対外サー

ビスのさらなる充実化だ。所蔵 資料や電子 リソー

スの紹介 と利用案内は当然の こと、個別に様々な

相談を受 け付ける体制 も整 っている。例 えば展覧

会、学術講演会やシンポジウムの企画、それにま

つわる資料探索や調査活動 などについて相談す る

ことが可能だという。

　 インターネッ トを通 じたサービス としては、電

子化資料 を公開す るプラッ トフォーム、INHA電

子 図書館14）の充実 もめ ざましい。現在同サ イ トで

は、INHAの 所 蔵資料 と国立高等美術学校 （Ecole 

Nationale Superieure des Beaux-Arts、 通称ENSBA）

所蔵の資料か ら、約1万9千 件が閲覧可能となって

いる。内容は随時追加 され、最新情報はホームペ

ージのみならず、フェイスブック15）やツイッター16）、

プログ17）な どのSNSツ ー ルで積極 的に配信 されて

いるため、参照されたい。

　加 えて、毎週土曜 日の夕方にはラブルース ト閲

覧室 と中央書庫の建築ツアーを開催 した り、リニ

fig.2

ラブルース ト閲覧室 （2017年7月、筆者撮 影）

fig.3

中央書庫 通路部分 と閲覧席 （2017年7月、筆者撮影 ）

fig.4

中央書庫 雑誌書架 （2017年7月、筆者撮影）
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ユーアルを記念 した展覧会18）を開催 した りするな

ど、施設や所蔵資料 についての情報 を利用者へ発

信す る催 し物の企画 にも積極的である。毎月 ラブ

ルース ト閲覧室 を舞台に研究者 を招 き、近著につ

いてゲス トと対談する トークイベ ント 「Dialogues 

de la salle Labrouste19）」 については、組織の対外的

なアピールを超えて、美術分野における研究活動

な らびに出版活動の活性化や、様々な人的交流 に

貢献する役割 までをも果た していると言 えるので

はないだろうか。

　 現在INHA付 属 図書館には管理部門に加 え、開

発部門、 目録作成部門、保存部門、コンピュー タ
ー部門
、公共サー ビス部門、特別書部門が設置 さ

れてお り、各 部門に6名 か ら12名 、 全体 で約75名

の常勤 スタッフが配属 されている。そう した編成

のなかで最 も大 きな部 門が、公共サービス部門だ

とい う。 このことか らも、収集や保存 だけでな く

利用者へのサ ービスに力を入れていることが見て

とれる。

　 BCMNか らの資料統合 によるコレクシ ョンの増

補、蔵書 の大規模な開架化、そ して対外活動への

注力 といった、2016年 末 の リニューアルオープン

による変革 は、「コレクシ ョンの卓越性」、「所蔵

資料への自由なアクセス」、「公共への配慮」とい

うINHAの 三 原則20）に、 まさに呼応す ると言 えよ

う。美術研究の重要拠点 として国内外の研究者に

貢献 し、美術図書館 と しても牽引的な立場にある

INHA付 属 図書館の動向に今後 も注視 しつつ、引

き続 きその取 り組みや姿勢 を学び、立場や規模の

違いは承知なが ら、当組織 における資料の集成 と

その活用につ いて模索する手がか りとしていきた

い。

　最後に、本稿の もととなる貴重な ヒアリングの

機会をご提供 くださった、INHAコ レ クション上

級司書の クリスチャン ・フェレー氏、な らびに文

化財 コレクシ ョン部 門長の ファビエ ンヌ ・ケロー

氏 に、心 より感謝申 しあげます。 また、参考文献

についてご教示 を くださった日仏会館図書室司書

の清水裕子氏に も、厚 くお礼申 し上げます。
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